
 

 

 

 

 

 

 

 配向度関数評価プログラム 

 Ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎソフトウエア 

 Ver1.76 

 

 

 

 本ソフトウエアはＯＤＦ（ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ、ＭＴＥＸ）で再計算した 

 完全極点図から配向度関数を計算する。立方晶以外の材料に対して可能 

 従来、透過極点測定と反射極点測定からデータのつなぎを行って完全極点図を作成し、 

 配向度関数を計算していたが、反射法データのみ、透過法データのみで計算が可能になる。 

 （ODF解析後、あるいはＮＤＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎなどの外挿により） 

 この解析で重要なのは、α方向の分布密度から計算するので、 

反射法はＤｅｆｏｃｕｓ補正、透過法は吸収補正である。 

 配向度関数は古くからＣｕｂｉｃ以外の底面配向評価として利用されている。 

 本ソフトウエアでは計算方法の改良が行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２２月１２月２９日 

     ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



操作上、不都合がありましたら helpertex＠yahoo.co.jpへ連絡下さい。修正版はmailで送付致します。 

* Ver1.706   2010/09/12      MultiDisplay機能による印刷を追加 

* Version 1.707  印刷用に Orientation: ND RD TDとした。バックグランド処理を外す。 

* Version 1.708  2011/02/05 NDOrientationより TXT2で起動、 

* Version 1.709  2011/02/11 TXT2filename ファイルが１行の場合、データファイルとする。 

* Version 1.710  2011/03/09 fa,fb,fc -> f-nd,f-rd,f-tdに変更 

*Version 1.75 2016/10/10 KermsMethod追加 

        2022/12/29 LaboTex<>Orientation、MTEX<>Orientation比較追加 

＊Version 1.76 2022/12/30 ＴＸＴ２の不完全極点図を入力出来ないように 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 立方晶を除く結晶系の材料でＯＤＦ解析が対応出来なかった頃に発達した結晶方位の評価方法 

   ｛００１｝のＮＤ，ＴＤ，ＲＤへの偏りを算出する。完全極点図に対応 

 極点図の中心を０．０度、極点図の外側を９０．０とした場合 

  ｆｎｄ＝ｎｄ／Ｔ 

  ｆｒｄ＝ｒｄ／Ｔ 

  ｆｔｄ＝ｔｄ／Ｔ 

  ただし Ｔ＝ΣΣＩｃ（α,β）*ｓｉｎ(Δα)  

     ｎｄ＝ΣΣＩｃ（α,β）*ｃｏｓ2 (α)  * ｓｉｎ(Δα)  

       ｒｄ＝ΣΣＩｃ（α,β）*ｓｉｎ２(α) *ｓｉｎ（Δα）* ｃｏｓ２(β)  

  ｔｄ＝ΣΣＩｃ（α,β）*ｓｉｎ2(α)  *ｓｉｎ（Δα）* ｓｉｎ２(β)  

 

 ｓｉｎ（Δα）は 

   

 により計算モードを変更する 

  Keams Method 

   ｓｉｎ（α＋ｓｔｅｐ／２）―ｓｉｎ（α－ｓｔｅｐ／２） 

   （α＋ｓｔｅｐ／２）＞９０―＞１ 

   （α－ｓｔｅｐ／２）＜０―＞０ 

  Orientation 

   αが０又は９０度で１／２ｓｉｎ（α） 

   上記以外はｓｉｎ（α） 

   測定ｓｔｅｐ＞１の場合、データ補間を行う。 

 

  ＫｅａｒｎｓＭｅｔｈｏｄｓで使用する。 

 

  Ｃｕｂｉｃでは、ＮＤ，ＲＤ，ＴＤは同一です。 

 

 

 

 

 

 

 

 



アプリケーションの初期画面 

  

 極点図のすべての（α、β）強度を１．０とした場合のｎｄ，ｒｄ，ｔｄを表示している。 

 初期条件は、α、β共に５．０間隔で測定された測定間隔を０．３１２５度間隔に拡張し  

 更にα＝０．０と９０．０のデータは１／２評価としている。 

本アプリケーションは、ＯＤＦ解析した結果の完全極点図から配向度関数を計算する。 

追加、ODFPoleFigure、NDOrientationで作成する TXT2も対象とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ソフトウエアの起動 

 C:¥CTR¥bin¥Orientation.jar 

  

  

 からＬａｂｏＴｅｘ、ＴｅｘＴｏｏｌｓのＥｘｐｏｒｔファイルを選択する。 

 でｆ（fnd+frd+ftd=1）とＦ(Fa+Fb+Fc=-0)の切り替え 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｃｕｂｉｃでの動作 

 Ｃｕｂｉｃの極点図は対称の為、本来は全て０．３３３となる。 ｛１００｝極点図で確認 

 ｂｒａｓｓ，ｃｕｂｅ、ｃｏｐｐｅｒ方位を１０％として作成した｛１００｝極点図 

  

  

 立方晶ではこのように全て０．３３３に近い値を示す。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



印刷用ＰｒｉｎｔＤＦｉｓｐｌａｙを起動  

Ver1.706      MultiDisplay 1.106 以降と組み合わせ 

ＰｒｉｎｔＤｉｓｐｌａｙからＭｕｌｔｉＤｉｓｐａｌｙ 

  右マウスクリックでＰｒ

ｉｎｔが可能になります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＫｅａｒｎｓＭｅｔｈｏｄとＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎの違い 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



Ｃｕｂｅ１０％の場合（ｒａｎｄｏｍ：９０％） 

  

ＫｅａｒｎｓＭｅｔｈｏｄとＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎの違い 

  

  

 

 

 

 



Ｃｕｂｅ１００％の場合（ｒａｎｄｏｍ：０％） 

  

ＫｅａｎｓＭｅｔｈｏｄとＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎの違い 

  

  

 ｒａｎｄｏｍレベルが下がると、差が出ます。 

 本来、Ｃｕｂｉｃでは、ＮＤ，ＲＤ，ＴＤｍの変化はないので、ＫｅａｍｓＭｅｔｈｏｄが正しい 

 

 



Ｔｉｔａｎｉｕｍで確認{001}<100> 10% 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

 

ＣＴＲ－Ｏｒｉｅｎｔａｔｉｏｎ 

  

 

 

 



ＭＴＥＸによるＫｅａｒｎｓＦａｃｔｏｒ 

  

ＭＴＥＸで計算した｛０００１｝極点図をＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎによる各種評価 

  

  

 

 

   

 



Ｔｉ－｛００１｝＜１００＞１００％の場合 

  

 

 

 結晶性が良い場合、ＬａｂｏＴｅｘとＫｅａｒｎｓＭｅｔｈｏｄは一致する。 

 



対称Ｔｉ極点図に適用（右極点図） 

  

左極点図に以下の回転を行って右極点図を作成 

  

 

  

 LaboTexの KearnsFactorが得られます。 

 



 従来のＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎで計算 

  

 

  

  

  

ＲＩＮＴ２０００ 

  

  終端処理を行うが、でーた８拡張は行っていない。 

 

 終端処理を行わない場合、値が異なる。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｔｉｔａｎｉｕｍ反射極点図｛０００１｝から完全極点図を外挿し配向関数の計算 

  α＝１５－＞９０データ 

  

      極点図中心を０として表示 

  

 

 外挿を行い、Pを計算 

  

   P：ND方向の配向関数である。 

 



ND,RD,TD方向も計算 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｒａｎｄｏｍデータに対する各種計算手法比較 

  

 

 

  

 

    

 

      終端処理なし、データ保管なし 

 RINT2000 

  

 



ＲＩＮＴ２０００計算結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


